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▲12月13日、げんき保育園では
お正月行事を園児たちに伝承
していくため、餅つき大会が
行なわれました。
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第
５
回
河
内
長
野
市
・
千
早
赤
阪
村

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

千
早
赤
阪
村
の

明
日
を
考
え
る
――

▲第４回合併協議会

平
成
20
年
12
月
26
日
、
河
内
長
野

市
役
所
８
階
８
０
２
会
議
室
に
お
い

て
、
第
５
回
河
内
長
野
市
・
千
早
赤

阪
村
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。議

題
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

¡

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
・
任

期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

¡

事
務
組
織
及
び
機
構
等
の
取
扱
い

に
つ
い
て

¡

町
名
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て

¡

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

¡

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て

¡

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
児
童

福
祉
、
次
世
代
育
成
事
業
）
に
つ

い
て

¡

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
地
域

福
祉
事
業
）
に
つ
い
て

¡

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
障
害

者
福
祉
事
業
）
に
つ
い
て

協
議
事
項

¡

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
高
齢

者
福
祉
事
業
）
に
つ
い
て

¡
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
保
健

事
業
）
に
つ
い
て

¡

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
そ
の

他
の
事
業
―
保
健
福
祉
部
会
関
係

―
）
に
つ
い
て

く
わ
し
く
は
、
本
紙
と
同
時
に
配

布
し
て
い
る
「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

ま
た
は
合
併
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.city.kaw

achinagano.
osaka.jp/gappeikyou

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
会
議
資
料
や
会
議
録
は
、

役
場
（
秘
書
政
策
課
）、
小
吹
台
連

絡
所
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
（
図
書
室
）

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

村
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で

は
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
平
成
20
年
10
月
15
日
〜
11
月
14

日
ま
で
「
歩
こ
う
運
動
」
の
呼
び
か

け
を
行
な
い
参
加
者
を
募
集
し
ま
し

た
。「

歩
こ
う
運
動
」
は
、
だ
れ
で
も

気
軽
に
取
り
組
め
、
自
分
の
好
き
な

時
、
好
き
な
と
こ
ろ
で
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

そ
の
結
果
９
人
か
ら
記
録
カ
ー
ド

の
提
出
が
あ
り
、
村
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
成

果
を
認
定
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
参
加
者
が
以
前
か

ら
健
康
保
持
の
た
め
歩
か
れ
て
い
る

こ
と
や
村
の
自
然
を
楽
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、「
歩
い
て
み
よ

う
と
い
う
勇
気
が
湧
い
た
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

認
定
さ
れ
た
人
の
目
標
な
ど
は
表

の
と
お
り
で
す
。

87
歳
で
記
録
カ
ー
ド
を
提
出
さ
れ

た
徳
備
さ
ん
（
写
真
）
は
、「
金
剛

山
に
六
千
二
百
回
余
り
登
っ
て
い

る
。
こ
の
歩
こ
う
運
動
期
間
中
に
も

小
吹
台
か
ら
二
上
山
ま
で
11
時
間
余

り
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。
健
康
維
持

の
た
め
に
歩
き
続
け
た
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ど
う
で
す
か
！

運
動
不
足
解
消
の
第
一
歩
は
何
と

い
っ
て
も
ま
ず
歩
く
こ
と
で
す
。

歩
く
こ
と
は
、
今
流
行
の
メ
タ
ボ

解
消
だ
け
で
な
く
、
高
齢
に
な
っ
て

も
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
維
持
で
き
る
た

め
転
び
に
く
く
、
ま
た
、
骨
が
丈
夫

に
な
る
な
ど
、
元
気
に
は
つ
ら
つ
と

過
ご
せ
る
体
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。今

回
、
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
人
も

ぜ
ひ
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
秘
書
政
策
課

「
歩
こ
う
運
動
」

参
加
者
を
認
定
し
ま
し
た

「
歩
こ
う
運
動
」

参
加
者
を
認
定
し
ま
し
た

「歩こう運動」の参加者

年をとっていますが、元気ですので、今後も
歩けるだけやってみようと思います。31日６d87徳備　武男１

目標があると気持ちに張りができ、元気に歩
きつづける事が出来て良かったと思います。歩
こう歴20年余、良い環境に感謝して歩き続けた
いです。

25日50分76中村シズノ２

ほぼ目標は達成できた。体重を３o減らすこと
を目指していたが、食事制限の影響もあり1.5o
減となった。今後も継続して行くこととする。

23日45分～１時間
金剛登山71西村　信一３

村には素晴らしい場所があるので、村民の健
康増進のため、行政が音頭をとって金剛登山を
すすめたらいかがでしょう。

3日１時間45分71福留　敏郎４

道端の小さな草花を見ながら心が癒されて、
幸せな気分になれる自分、歩くことが、楽しく
なれる自分、友達もみんな同じ気持ちで歩いて
いると思います。

９日１時間65東　　勝子５

ほぼ達成。達成出来た理由は､糖尿病の血糖
値安定化のため、今後も持続が目標です。28日30分間63富永　武夫６

仕事が終わって夜間歩いていたので、休日は
お昼に歩きたいと思います。自然の移り変わり
を見ながら歩くのは楽しいです。

24日１時間45分63a橋　南夫

９月中旬より、歩きはじめる。２ヵ月前から
歩いている夫と２人で歩いている。いつまでも、
ぼちぼち、長続きする様歩きたいなと思います。

22日１時間45分60a橋エミ子

最初は頑張っていたが、寒くなってきたので、
だんだん歩くのが少なくなった。21日１時間60富永　禮子

７

８

９

番号 氏　名 年齢 目標の時間や距離
（１日・１回当り） 達成日数 結果と自己評価（要約）

（敬称略・順不同）
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平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の「
現
役
並
み
所

得
者
の
判
定
基
準
」と「
高
額
療
養
費

（
自
己
負
担
限
度
額
）」の
内
容
が
、

一
部
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

○
現
役
並
み
所
得
者
の
判
定
基
準

見
直
し

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と
き

の
自
己
負
担
金
の
割
合

は
『
１
割
』、
た
だ
し

「
現
役
並
み
所
得
者
」

は
『
３
割
』
で
す
。

（
自
己
負
担
割
合
は
、

被
保
険
者
証
に
記
載
し

て
い
ま
す
）

◆
現
役
並
み
所
得
者
（
３
割
負
担
）

の
基
準

①
地
方
税
法
上
の
各
種
所
得
控
除
後

の
所
得
（
課
税
標
準
額
）
が
１
４

５
万
円
以
上
の
被
保
険
者

②
①
に
該
当
す
る
人
と
同
じ
世
帯
に

属
す
る
被
保
険
者
全
員

た
だ
し
、
次
の
基
準
に
該
当
す
る

人
は
、基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
し
、

認
定
を
受
け
る
と
『
１
割
』
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
３
割
負
担
か
ら
１
割
負
担
へ
の
基

準
収
入
額
適
用
申
請
の
基
準

①
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
一
人
の

場
合

（1）
被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が
３

８
３
万
円
未
満
の
と
き

（2）
被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が
３

８
３
万
円
以
上
の
場
合
に
、
被

保
険
者
本
人
お
よ
び
被
保
険
者

と
同
一
世
帯
に
属
す
る
70
歳
か

ら
74
歳
の
人
の
収
入
の
合
計
額

が
５
２
０
万
円
未
満
の
と
き

②
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
二
人
以

上
の
場
合

（1）
被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
と
き

※
判
定
に
用
い
る
所
得
と
収
入
は
、

４
月
か
ら
７
月
ま
で
は
前
年
度
、

８
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
は
当
該

年
度
の
金
額
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
平
成
19
年
中
の
収
入
額
を
確
認

で
き
る
書
類
（
申
告
書
の
写
し

な
ど
）、
印
鑑
、
被
保
険
者
証

○
高
額
療
養
費
（
75
歳
到
達
月
の

自
己
負
担
限
度
額
）
の
特
例

自
己
負
担
額
は
、１
カ
月（
同
一
月
）

に
つ
き
、
そ
の
上
限
額
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
て
支
払
っ
た
場
合
は
、
申
請
し
認

め
ら
れ
る
と
、
超
過
分
が
高
額
療
養

費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
他
の
医
療
保
険
制
度
（
国
保
や

被
用
者
保
険
な
ど
）
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
場
合
の

特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

75
歳
の
誕
生
日
月
で
は
、
誕
生
日
前

に
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

（
国
保
や
被
用
者
保
険
な
ど
）と
誕
生

日
後
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
自

己
負
担
限
度
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来

の
２
分
の
１（
半
額
）に
な
り
ま
す
。

こ
の
特
例
は
、
平
成
20
年
４
月
１

日
の
診
療
分
ま
で
遡
っ
て
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
12
月
ま
で
の
間
に
75
歳
に

な
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
診

療
を
受
け
た
人
で
、
見
直
し
後
の
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
医
療
費
を

支
払
わ
れ
た
人
に
は
、
差
額
相
当
分

が
還
付
さ
れ
ま
す
。（
還
付
時
期
や

手
続
き
の
方
法
は
未
定
で
す
）

◆
特
定
疾
病
の
75
歳
年
齢
到
達
月
の

自
己
負
担
限
度
の
特
例

高
額
の
治
療
を
長
期
間
継
続
し
て

受
け
る
必
要
が
あ
る
厚
生
労
働
省
が

指
定
す
る
特
定
疾
病（
※
）の
自
己
負

担
限
度
額（
同
一
月
１
万
円
）に
つ
い

て
も
、
75
歳
誕
生
日
月
で
は
、
他
の

医
療
保
険
制
度
（
国
保
や
被
用
者
保

険
な
ど
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
自
己
負
担
限
度
額

が
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の

１（
半
額
）に
な
り
ま

す
。

※
厚
生
労
働
省
が
指

定
す
る
特
定
疾
病

・
先
天
性
血
液
凝
固

因
子
障
害
の
一
部

・
人
工
透
析
が
必
要

な
慢
性
腎
不
全

・
血
液
凝
固
因
子
製

剤
の
投
与
に
起
因

す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

症75
歳
の
誕
生
日
月

の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
前
の
医
療

保
険
制
度
に
よ
る
診

療
の
自
己
負
担
限
度

額
に
つ
い
て
は
、
各

医
療
保
険
者
に
直
接

問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

○
制
度
の
点
字
・
外
国
語
版
し
お
り

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
し
お
り

の
点
字
版
お
よ
び
外
国
語
版（
英
語
・

中
国
語
・
韓
国
語
）を
作
成
し
ま
し
た
。

保
険
課
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
村
保
険
課
ま
た
は

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

1
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８（
資
格
管
理
課
）

２
０
２
９（
総
務
企
画
課
）

２
０
３
１（
給
付
課
）

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」
の
お
知
ら
せ

例）５月に75歳になる人（自己負担限度額の区分「一般」）の場合

４月

国 保 ・
被用者保険等

後期高齢者
医 療 制 度

ひと月の自己
負担限度額

自己負担限度額
（通常）
44,400円

自己負担限度額
（特例）
22,200円

自己負担限度額
（特例）
22,200円

自己負担限度額
（通常）
44,400円

５月 ６月 ７月75歳誕生日

44,400円 44,400円 44,400円

【75歳の誕生日月の自己負担限度額（特例月）】 ：自己負担限度額の特例

※１　75歳の年齢到達による自己負担限度額の特例（個人合算）における「＋1％」は医療費が133,500円を超えた場合、超
過額の１％を追加負担。世帯単位における「＋１％」は医療費が267,000円を超えた場合、超過額の１％を追加負担。

※２　（ ）内の金額は、過去12ヶ月に４回以上高額療養費の支給を受けた場合に４回目以降から適用する金額
※３　入院の際に「低所得Ⅱ・Ⅰ」区分の適用を受けるためには、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の提示が必要です。
※４　75歳年齢到達による自己負担限度額の特例は、個人単位で限度額を適用します。なお、負担すべき金額がある場合は

通常の世帯単位の限度額で計算します。

区　　分
自己負担限度額（月額）

外来（個人単位） 外来＋入院（個人合算） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者
22,200円

40,050円＋１％　※１ 80,100円＋１％　※１

（22,200円） ※２ （44,400円） ※２

一　　　　　般 06,000円 22,200円 44,400円

低所得者 Ⅱ 0
4,000円

12,300円 ※３ 24,600円 ※３

（住民税非課税世帯） Ⅰ 07,500円 ※３ 15,000円 ※３
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村
・
府
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除

国
か
ら
地
方
へ
税
源
移
譲
す

る
税
制
改
正
に
よ
り
、
所
得
税

が
減
少
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
特
別

控
除
額
が
所
得
税
額
よ
り
大
き

く
な
り
、
控
除
し
き
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
経
過
措
置
と
し

て
、
平
成
11
年
か
ら
18
年
に
入

居
し
た
人
を
対
象
に
、
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
額
を
申

告
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
以
降

村
・
府
民
税
の
所
得
割
額
か
ら

控
除
し
ま
す
。

村
で
は
、
昨
年
住
宅
ロ
ー
ン

特
別
控
除
申
告
を
さ
れ
た
人
に
、

申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
（
１
月

30
日
ま
で
に
送
付
予
定
）。
郵

送
し
た
人
で
も
適
用
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
適
用
要
件

な
ど
を
確
認
し
、
該
当
の
人
は

３
月
16
日
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
書
に
は
融
資
残
高
の
記

載
が
必
要
で
す
の
で
、
融
資
残

高
の
金
額
を
控
え
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）
の
添
付
も
必
要
で
す
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、

税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
（
す

ば
る
ホ
ー
ル
会
場
他
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
申
告
お
よ
び
納
税
は
、
２
月
16
日（
月
）か
ら
３
月
16
日（
月
）ま
で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

お
よ
び
地
方
税
は
、
３
月
31
日（
火
）ま
で
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
還
付
申
告
は
、
２
月
13
日（
金
）以
前
で
も
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
へ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、

「
年
末
調
整
」
で
清
算
さ
れ
ま
す
の

で
、
改
め
て
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
や
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人

で
も
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合

q
給
与
の
年
収
が
２，

０
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合

w
給
与
を
１
カ
所
か
ら
得
て
い
る
人

で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
（
報
酬
・
原
稿
料
な

ど
の
雑
所
得
）
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
場
合

e
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
得
て
い

る
場
合

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
場
合

q
病
気
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合

w
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、
増
改

築
な
ど
を
し
た
場
合

※
q
w
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

所
得
税
・
消
費
税
の

確
定
申
告
書
作
成
に
つ
い
て

自
書
申
告
に
つ
い
て

税
務
署
で
は
、「
確
定
申
告
の
手

引
き
」
や
前
年
の
控
え
な
ど
を
参
考

に
、
自
分
で
申
告
書
な
ど
を
作
成
し

て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
税
務
署
の
確
定
申
告

会
場
（
す
ば
る
ホ
ー
ル
会
場
他
）
で

は
、
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
お

分
か
り
に
な
ら
な
い
点
な
ど
に
つ
い

て
の
み
職
員
が
「
確
定
申
告
の
手
引

き
」
に
基
づ
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
の
で
、
来
場
さ
れ
る
際
に
は
、

ま
ず
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
一

読
す
る
な
ど
し
て
、
可
能
な
範
囲
で

自
分
で
申
告
書
な
ど
の
記
載
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

q
ア
ド
レ
ス
【http://w

w
w
.nta.go.jp

】

を
直
接
入
力
す
る
か
、
検
索
サ
イ

ト
で
「
国
税
」
と
検
索
し
、
検
索

結
果
か
ら
「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

w
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

ク
リ
ッ
ク
。画
面
の
案
内
に
従
っ
て

金
額
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

e
印
刷
を
し
て
（
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で

も
可
）
そ
の
ま
ま
税
務
署
へ
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と
申

告
書
の
提
出
窓
口
は
、
大
変
混
雑
し

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
は
自
分
で

書
い
て
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

提
出
の
前
に
は
、
記
載
事
項
や
添

付
書
類
に
漏
れ
が
な
い
か
、
も
う
一

度
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
郵
便
ま
た

は
信
書
便
に
よ
る
送
付
が
便
利
で
す
。

な
お
、ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
い
た
だ
き

ま
す
と
申
告
書
の
作
成
お
よ
び
提
出

が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
人

は
、
複
写
に
よ
り
作
成
し
た
（
複
写

式
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
な
ど
で
記
載
し
た
）
申
告
書

控
え
の
ほ
か
返
信
用
封
筒
（
宛
名
を

記
入
の
う
え
、
所
要
額
の
切
手
を
貼

付
）
を
同
封
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
返

送
し
ま
す
。

税
務
署
の
閉
庁
日
は
、
税
務
署
庁

舎
に
設
け
て
い
る
時
間
外
収
受
箱
に

投
函
す
る
こ
と
で
提
出
も
で
き
ま
す
。

申
告
書
の
記
載
内
容
な
ど
に
つ
い

て
の
審
査
は
提
出
後
に
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
記
載
誤
り
な
ど
が
あ

り
訂
正
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
後

日
、
税
務
署
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

○
消
費
税
に
つ
い
て（
個
人
事
業
者
）

平
成
20
年
分
消
費
税
課
税
事
業
者

と
な
ら
れ
た
人
（
平
成
18
年
分
の
課

税
売
上
高
が
１，

０
０
０
万
円
超
の

人
）
の
消
費
税
の
申
告
書
提
出
と
納

付
の
期
限
は
、
３
月
31
日（
火
）に
な

り
ま
す
。

一
般
（
本
則
）
課
税
を
適
用
さ
れ

る
人
は
、
帳
簿
と
請
求
書
な
ど
の
保

存
が
な
い
と
、
仕
入
れ
や
経
費
の
支

払
の
際
の
消
費
税
分
を
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

平
成
20
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

平
成
22
年
分
の
消
費
税
の
申
告
と
納

税
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
新
た

に
課
税
事
業
者
と
な
る
人
は
速
や
か

に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
22
年

分
よ
り
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る

場
合
は
、
12
月
31
日
ま
で
に
「
簡
易

課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。
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な
お
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ

れ
た
人
は
、
２
年
間
以
上
継
続
し
た

す
る
事
が
出
来
ま
す
。

な
お
、
個
人
の
人
は
、

１

電
子
申
告
に
よ
り
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
際
、
本
人

の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書

を
併
せ
て
送
信
し
た
場
合
に
、
所

得
税
か
ら
５，

０
０
０
円（
そ
の
年

分
の
所
得
税
額
を
限
度
）を
控
除

（
平
成
19
年
分
ま
た
は
平
成
20
年

分
の
い
ず
れ
か
１
回
）で
き
ま
す
。

２

平
成
20
年
分
以
後
の
所
得
税
の

電
子
申
告
に
お
い
て
は
、
医
療
費

の
領
収
書
や
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
な
ど
の
一
定
の
第
三
者
作
成

書
類
の
添
付
を
省
略
で
き
ま
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

【http://w
w
w
.e

―tax.nta.go.jp

】
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス【http://w

w
w
.

enta.go.jp

】

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

富
田
林
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

が
「
す
ば
る
ホ
ー
ル
」
に
変
わ
り
ま

す
。

開
設
期
間

１
月
26
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）

（
土
・
日
・
祝
を
除
く
。
但
し
２

月
22
日（
日
）お
よ
び
３
月
１
日

（
日
）は
開
設
し
ま
す
。）

開
設
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

開
設
場
所

す
ば
る
ホ
ー
ル

富
田
林
市
桜
ヶ
丘
２
番
８
号

※
す
ば
る
ホ
ー
ル
で
は
、
納
税
お
よ

び
納
税
証
明
書
の
発
行
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

開設日 会場（所在地）

２月３日（火）～12日（木）
河内長野市役所　８階802会議室
（河内長野市原町１－１－１）

１月28日（水）～14日（木） 藤井寺市市民総合会館　別館中ホール
30日（水）～２月３日（火） （藤井寺市北岡１－２－８）

２月５日（木）～12日（木）
大阪狭山市役所　３階第１・２会議室
（大阪狭山市狭山１－2384－１）

▼
▼

年
金
事
前
相
談
▲
▲

年
金
受
給
者
な
ど
で
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人
の
、
村
内
申
告
期

間
前
相
談
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

近
隣
で
実
施
さ
れ
る
左
記
の
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※上記会場は、近畿税理士会富田林支部のご協力をいただいて開催し
ます。

開設日 会場（所在地）
２月16日（月）～18日（水） 河内長野商工会館
２月23日（月）～25日（水） （河内長野市昭栄町７－３）
２月17日（火）～20日（金） 藤井寺市市民総合会館　別館中ホール
２月23日（月）～25日（水） （藤井寺市北岡１－２－８）
２月17日（火）・19日（木） 大阪狭山商工会館
２月24日（火）～26日（木） （大阪狭山市今熊１－540－３）
３月３日（火）～26日（木）
２月16日（月）～20日（金） 堺市美原区役所　別館３階会議室
２月25日（水）～26日（木） （堺市美原区北余部661－４）
３月２日（火）～３日（火）

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
書

の
提
出
や
納
税
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
で
き
ま
す
。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
告
書
の
提

出
や
納
税
が
で
き
ま
す
。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
開
始
届
出
書
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ｅ
―
Ｔ
ａ

ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）」
を
ク
リ
ッ
ク
後
、「
ご
利
用
メ

ニ
ュ
ー
」
欄
に
あ
る
「
開
始
届
出
は

こ
ち
ら
」
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出

で
き
る
ほ
か
、
書
面
に
よ
る
こ
と
も

可
能
で
す
。（
開
始
届
出
書
は
、
税

務
署
の
窓
口
ま
た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
税
務
手
続
の
案
内
）
で
入
手

（
注
）
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
の
際

に
は
、
事
前
に
電
子
証
明
書

の
所
得
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
利
用
可
能
な
電

子
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
証

明
書
か
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
発
行

さ
れ
る
場
合
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
電
子
証
明
書
の
具

体
的
な
取
得
方
法
お
よ
び
費

用
に
つ
い
て
は
、
各
電
子
証

明
の
発
行
機
関
へ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

¡

各
会
場
の
受
付
は
、
混
雑
状
況
な

ど
に
よ
り
早
め
に
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

¡

相
続
税
、
贈
与
税
、
土
地
・
建

物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
相

談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
確
定
申

告
期
間
中
に
「
す
ば
る
ホ
ー
ル
」

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

¡

各
会
場
の
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
電
車
・
バ
ス
な
ど
の

公
共
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

¡

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、
富
田

林
税
務
署
（
1
@4
３
２
８
１
）
に

電
話
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
従
い
電
話
機
を
操
作
し

て
く
だ
さ
い
。

１
月
26
日（
月
）〜
３
月
16

日（
月
）の
期
間
は
、
税
務
署

内
で
は
申
告
相
談
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、

富
田
林
税
務
署
（
1
@4
３
２
８

１
）
に
電
話
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
従
い

電
話
機
を
操
作
し
て
く
だ
さ

い
。

後
で
な
け
れ
ば
選
択
を
や
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金
受
給
者
の
た
め
の

還
付
申
告
会
場
の
お
知
ら
せ

次
の
通
り
、
確
定
申
告
期
間
前
に

年
金
受
給
者
、
給
与
所
得
者
の
医
療

費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

お
よ
び
中
途
退
職
者
に
係
る
還
付
申

告
会
場
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会
場
の

お
知
ら
せ

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

時
間

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
ま
で
。（
土
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）
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年始の業務案内
施設・業務名

問い合わせ １月１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日
電話番号 E F G A B C

村　　　役　　　場 &20081 ○ ○
小 吹 台 連 絡 所 &27600 ○ ○
教育委員会事務局 &21300 ○ ○
保 健 セ ン タ ー &20069 ○ ○
村診療所（午前）注１ &20038 ○ ○
千早診療所　　注１ &20240 ○
村診療所（午後）注１ &20038 ○
上　下　水　道　課 &20081 注２ ○ ○
Ｂ＆Ｇ海洋センター &27138 ○
く す の き ホ ー ル &21300 ○
くすのきホ－ル図書室 &21300 ○
郷　土　資　料　館 &21588 ○
道の駅「ちはやあかさか」注３ &21588

金剛山ロープウェイ &40128 注４ 注５ ○ ○ ○
香　　　楠　　　荘 &40321 注６ ○ ○ ○ ○ ○
臨時ごみ持ち込み 役場住民課 ○ ○
し尿臨時くみ取り 役場住民課 ○ ○
定期ごみ収集　注７ 役場住民課 ○

注１：急患は富田林市立休日診療所（1@81333）を利用
ください。
診療日：年末年始（12月29日～１月３日）、日曜日、

祝日
受付時間：午前９時～11時30分　

午後１時～３時30分
小児救急は富田林市消防署（1@51122）へ（午後
８時～翌朝８時）

注２：引っ越しなどで水道の開閉栓が必要な場合、12月
29日（月）までに上下水道課へ連絡してください。
宅内の修繕業務は、村指定給水装置工事事業者へ
依頼してください。
下水道については、公共マスより、本管側（道路
側）の排水設備修繕業務は上下水道課まで連絡し
てください。

注３：12月24日（水）～１月８日（木）まで休業します。
注４：午前５時から早朝営業します。初日の出を金剛山

でどうぞ！ログハウス前でロープウェイ利用者に
お楽しみ抽選会と先着1,000人に「ぜんざい」プレ
ゼント！

注５：午前９時から午後５時まで、15分間隔で運行します。
注６：早朝５時からログハウス前で先着200人に「ふるま

い酒」！
注７：１月２日（金）は燃えるごみ収集はありません。

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画（
第
４
期
）」

に
つ
い
て

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
３

カ
年
間
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
は
じ

め
と
す
る
総
合
的
な
高
齢
者
施
策
の
推

進
と
介
護
保
険
制
度
全
般
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、「
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第

４
期
）」
の
策
定
に
向
け
て
、
計
画
推

進
委
員
会
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
、
村

民
の
皆
さ
ん
か
ら
計
画
（
素
案
）
に
対

す
る
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き
、
最
終

的
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
意
見
な
ど

は
専
用
用
紙
に
記
入
し
、「
持
参
」「
郵

送
」「
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
健
康
福
祉
課
高
齢
介
護
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

郵
送

〒
５
８
５
―
０
０
４
１

千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
１
８
０

フ
ァ
ッ
ク
ス

5
&0
２
０
２
１

募
集
期
間

１
月
27
日（
火
）〜
２
月
５
日（
木
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

計
画
（
素
案
）
と
専
用
の
様
式
を
設
置

し
て
い
る
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
、
役
場
１
階
、

小
吹
台
連
絡
所
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
や
ま
ゆ
り
・
く
す
の
き
）、
く
す
の

き
ホ
ー
ル

〈
問
い
合
わ
せ
〉

健
康
福
祉
課
　
高
齢
介
護
係

意
見
の
募
集

大阪府立近つ飛鳥博物館では、１月17日（土）より世
界遺産登録をめざして平成20年度冬季特別展「百舌
鳥・古市古墳群展～巨大古墳の時代～」を開催します。
今から約1600年前、大阪の古市や百舌鳥の地に世界

屈指の大墳墓が次々とあらわれました。そして今、世
界遺産暫定リストの候補となっています。
これを記に、なぜこのような大古墳が築かれたのか、
当時の繁栄とそれを支えた社会を探ります。
期間中には水野正好氏（大阪府文化財センター理事

長）や白石太一郎氏（当館館長）の講演会があります。
詳細はホームページ　http://www.mediajoy.com/chikatsu/
日時 １月17日（土）～３月15日（日）
※午前10時～午後５時（入館は午後４時30分まで）、
休館日は毎週月曜日（ただし月曜が祝日の場合は開
館、翌日が休館）
場所 河南町東山299

入館料 一般600円、65歳以上・高大生400円、中学生
以下・障がい者手帳をお持ちの人（介助者含
む）は無料

〈問い合わせ〉
大阪府立近つ飛鳥博物館　1(38321

「南河内郷土探訪」を総合テーマとして、南河内の
歴史にちなんだ３回シリーズの講座です。地元大学の
教員、自治体の職員が講師となって、南河内の歴史に
ついて色々な視点や角度で紹介します。

※各会場とも午後２時～４時。
参加費 500円（全３講座） 募集定員 100人
申込方法 はがき、ＦＡＸ、ｅメールで申し込めます。

１月30日（金）必着。申し込み多数の場合は抽
選。締め切り後、受講者に受講票を送ります。

〈問い合わせ〉
〒589－8501 大阪狭山市狭山1丁目2384－１
大阪狭山市役所政策調整室市民協働・生涯学習推進
グループ「ふみんネット南河内」係
1 072（366）0011（内線239）5 072（366）0051
Email gakushuu@city.osakasayama.osaka.jp

「南河内の墓地と石塔」
藤澤典彦氏（大阪大谷大学）

富田林市すばる
ホール小ホール

ＳＡＹＡＫＡホール
大会議室

同上

２月13日

２月20日

２月26日

「『河内名所図会』のおもしろさ」
森田恭二氏（帝塚山学院大学）

「巡礼・修験・参詣の道」
尾谷雅彦氏（河内長野市教育委員会）

おおさかふみんネット南河内ブロック生涯学習広域講座の受講者募集近つ飛鳥博物館 特別展のご案内
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日
時

１
月
18
日（
日
）

午
前
10
時
〜
２
時
間
程
度

場
所

海
洋
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム

資
格

16
歳
以
上
の
人

内
容

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
使

用
方
法

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
理
論

服
装

運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル

定
員

15
人
（
先
着
順
）

費
用

５
０
０
円

受
付

１
月
16
日（
金
）の
午
後
５
時

ま
で

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
は
こ
の
講

習
を
受
け
た
人
で
な
い
と
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

※
当
日
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

海
洋
セ
ン
タ
ー
　
1
&2
７
１
８
３

日
時

１
月
17
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

村
立
郷
土
資
料
館

２
階
研
修
室

定
員

40
人

講
師

村
教
育
委
員
会
職
員

費
用

５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館

1
&2
１
５
８
８

職
種

事
務
補
助
・
端
末
入
力
業
務

勤
務
地

q
富
田
林
税
務
署

w
す
ば
る
ホ
ー
ル

勤
務
時
間

１
月
下
旬
〜
４
月

（
採
用
期
間
に
つ
い
て
は
面
接
時

に
相
談
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。）

申
込
方
法

事
前
に
電
話
連
絡
の
う
え
、
指
定

し
た
面
接
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
税
務
署
　
総
務
課

1
@4
３
２
８
１（
内
線
２
５
４
）

日
時

３
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

開
場

午
後
０
時
30
分
〜

場
所

富
田
林
市
す
ば
る
ホ
ー
ル

定
員

８
０
０
人
（
先
着
）

費
用

無
料

申
込
方
法

１
月
20
日
午
前
10
時
か
ら
入
場
整

理
券
を
左
記
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

q
富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

富
田
林
市
粟
ヶ
池
町
２
９
６
９
―
５

富
田
林
商
工
会
館
内

w
富
田
林
市
す
ば
る
ホ
ー
ル

富
田
林
市
桜
ヶ
丘
町
２
番
８
号

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

1
@4
６
３
５
０

大
阪
府
で
は
、
地
盤
沈
下
防
止
対

策
と
し
て
地
下
水
採
取
量
を
よ
り
的

確
に
把
握
す
る
た
め
、「
大
阪
府
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
」

を
改
正
し
、
平
成
20
年
１
月
１
日
か

ら
、
地
下
水
採
取
量
報
告
が
必
要
と

な
る
揚
水
設
備
を
左
記
に
変
更
す
る

と
と
も
に
、
大
阪
府
全
域
を
報
告
の

対
象
地
域
と
し
ま
し
た
。

対
象
の
設
備
を
使
用
さ
れ
て
い
る

事
業
所
は
、
水
量
測
定
器
を
設
置
い

た
だ
い
た
う
え
で
、
毎
年
１
回
大
阪

府
知
事
に
地
下
水
採
取
量
の
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
採
取
量
報
告
が
必
要
と
な
る
設
備

¡

揚
水
機
で
吐
出
口
断
面
積
が
６
f

を
超
え
る
も
の
。

¡

同
一
敷
地
内
に
揚
水
機
を
２
つ
以

上
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
す
べ

て
の
揚
水
機
の
吐
出
口
断
面
積
の

合
計
が
６
f
を
超
え
る
も
の
。

○
報
告
対
象
期
間
お
よ
び
提
出
期
限

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
の
、
月
別
・
用
途
別
の
地

下
水
採
取
量
に
つ
い
て
１
月
末
日

ま
で
に
大
阪
府
に
提
出
。

※
詳
し
く
は
大
阪
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
環
境
管

理
室

環
境
保
全
課
化
学
物
質
対
策
グ
ル

ー
プ

1
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

（
内
線
３
８
６
７
）

〜
２
月
は
生
活
排
水
対
策
推
進
月
間

で
す
〜

川
な
ど
の
水
の
汚
れ
の
原
因
の
約

８
割
が
生
活
排
水
で
、
こ
の
生
活
排

水
の
影
響
は
、
特
に
２
月
を
中
心
と

し
た
冬
季
間
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

大
阪
府
と
市
町
村
で
は
、
２
月
を

「
生
活
排
水
対
策
推
進
月
間
」
と
定

め
、
家
庭
で
で
き
る
生
活
排
水
を
で

き
る
だ
け
き
れ
い
に
流
す
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、

¡

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
を
作
り
、

残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

（
残
し
た
も
の
や
残
り
く
ず
は
排

水
口
に
流
さ
ず
、
ご
み
と
し
て
出

し
ま
し
ょ
う
。）

¡

食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
、
鍋
な
ど
の

汚
れ
は
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま

し
ょ
う
！

¡

洗
剤
や
、
石
鹸
は
適
量
を
使
い
ま

し
ょ
う
！
（
た
く
さ
ん
使
っ
て
も

洗
浄
力
は
高
ま
り
ま
せ
ん
。）

少
し
の
手
間
と
工
夫
で
水
質
の
浄

化
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
河

川
や
大
阪
湾
の
水
が
き
れ
い
に
な
る

よ
う
み
な
さ
ん
も
、
ご
家
庭
で
で
き

る
こ
と
か
ら
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生
活
排
水
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.epcc.pref.osaka.jp/kanri/seihai/

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

平
成
20
年
度
の
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
運
動
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
募
金
は
、
歳
末
お
見
舞

い
や
世
代
間
交
流
事
業
な
ど
の
地
域

福
祉
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
募
金
総
額
な
ど
に
つ
い
て

は
、
２
月
号
の
広
報
紙
で
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
千
早
赤
阪
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

４
３，

７
８
１
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

受
講
者

「
南
北
朝
時
代
を
考
え
る
―
楠
木

正
行
と
四
條
畷
合
戦
―
」

地
下
水
を
採
取
さ
れ
て

い
る
み
な
さ
ん
へ

「
洗
濯
　
お
風
呂
　
洗
い
物

ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で
き
れ
い
な
川
に
」

富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

設
立
45
周
年
記
念
事
業

富
田
林
税
務
署

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

設
立
45
周
年
記
念
事
業

作
家

家
田
荘
子
さ
ん

講
演
会
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社
会
保
険
事
務
所
や
税
務
署
の
職
員
を
か
た
り
「
医
療
費
や
税
金
を

還
付
し
ま
す
」
な
ど
と
電
話
を
か
け
、
携
帯
電
話
で
銀
行
や
ス
ー
パ
ー

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
、
巧
み
に
振
込
み
を
誘
導
す
る
手
口
。

次
の
よ
う
に
、
だ
ま
す
手
口
と
対
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
「
税
務
署
の
職
員
で
す
が
、
税
金
を
還
付
し
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
あ
る

場
所
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
電
話
を
か
け
て
く
る
。

b

税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
税
金
や
年
金
を
還
付
す

る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

○
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に

行
く
よ
う
指
示
し
、
着
い
た
ら
電
話
す
る
よ
う
言
わ
れ
る
。

b

被
害
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
慌あ
わ

て
ず

冷
静
に
対
処
し
家
族
や
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
携
帯
電
話
で
操
作
を
指
示
し
、
還
付
金
を
受
け
取
る
手
続
き
と
思

わ
せ
な
が
ら
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。
被
害
者
が
画
面
の
表
示
な
ど

か
ら
不
審
に
思
い
指
摘
す
る
と
機
械
が
対
応
し
て
い
な
い
た
め
な
ど

と
い
う
。

操
作
が
完
了
し
、
還
付
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
実
際
は
本
人
が

気
づ
か
な
い
う
ち
に
他
人
の
口
座
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
て

い
ま
す
。

b

「
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
」

平
成
20
年
６
月
21
日
に
「
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
相
手
の
口
座
に
資
金
が
残
っ
て
い
る
場

合
被
害
者
に
分
配
す
る
被
害
救
済
金
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
一
刻
も
早
く
警
察
と
金
融
機
関
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06（
６
９
４
５
）０
９
９
９

あ
た
な
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す

還
付
金
詐
欺
！

短

歌

コ

ー

ナ

ー

晩
秋
の
風
吹
き
止
め
よ
植
え
付
け
る
玉
葱
の
苗
か
細
く
あ
れ
ば

菊
　
井
　
由
起
子

こ
の
街
を
忘
る
る
ま
じ
と
ペ
ダ
ル
踏
む
娘
の
髪
に
広
島
の
風福

　
冨
　
悦
　
子

初
雪
に
燃
ゆ
る
紅
葉
み
ち
の
く
の
景
緩
や
か
に
車
窓
を
過
る田

　
村
　
富
士
子

リ
ハ
ビ
リ
の
右
手
を
庇
い
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
て
走
る
紅
葉
の
街

内
　
田
　
あ
き
子

「
土
の
香
の
野
菜
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
電
話
の
向
こ
う
に
娘
と
孫
の
声

川
　
邊
　
順
　
子

予備自衛官補とは、必要な教
育訓練を受け終了後に予備自衛
官となる制度です。
受付期間
第１回　１月中旬～４月初旬
第２回　７月下旬～10月中旬
試験期間 第１回　４月中旬

第２回　10月中旬
合格発表 第１回　５月下旬

第２回　11月下旬
対象　
日本国籍を有する自衛官未経
験者
一般公募
18歳以上34歳未満
技能公募
18歳以上で、保有する技能に
応じ53歳以上55歳未満
※技能とは医療、語学、車両整
備等の専門技術者の採用

〈申し込み・問い合わせ〉
自衛隊富田林地域事務所
1@43799

防衛省予備自衛官補募集
千早赤阪村・太子町・河南町共同で、

就労支援のパソコン講座を行います。
内容は１回目パソコン操作の基礎

（ワード・エクセル）２回目は操作取得
編で練習問題を中心に行う講座です。
対象は村内在住の人で、何らかの理

由により就労できない、母子家庭の母
親、臨時的な仕事に従事し将来に不安
を持つ若年者などです（費用無料）。
◎パソコン講座
q初級編　２月３日（火）～6日（金）
w操作取得編　２月24日（火）～27日（金）
時間 午前９時30分～午後０時30分
場所 河南町役場４階　401会議室
受付 １月16日（金）（必着）
定員 10人（応募多数の場合は抽選）
応募方法 往復ハガキに、住所・氏名・

年齢・電話番号・職業・志望
動機（就労を妨げる要因）を
記入し、〒585－8501（住所
不要）千早赤阪村役場産業
振興課へ

〈応募・問い合わせ〉産業振興課

地域就労支援 パソコン講座受講生

◆
一
般
書

ア
イ
ス
ク
リ
ン
強
し
　
　（
畠
中
恵
）

彼
女
ら
は
雪
の
迷
宮
に
　（
芦
辺
拓
）

ち
ょ
い
な
人
々
　
　
　
　（
荻
原
浩
）

ガ
リ
レ
オ
の
苦
悩
　
　（
東
野
圭
吾
）

モ
ニ
タ
ー
ル
ー
ム
　
　（
山
田
悠
介
）

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ラ
イ
ト
　（
矢
口
史
靖
）

楊
令
伝
７
　
　
　
　
　（
北
方
謙
三
）

謎
手
本
忠
臣
蔵
（
上
・
下
）（加

藤
廣
）

と
ん
び
　
　
　
　
　
　
　（
重
松
清
）

粗
茶
を
一
服
　
　
　
　（
山
本
一
力
）

太
郎
が
恋
を
す
る
頃
ま
で
に
は

（
栗
原
美
和
子
）

◆
児
童
書

て
ぶ
く
ろ
が
い
っ
ぱ
い

（
ル
イ
ス
・
ス
ロ
ボ
ド
キ
ン
）

十
二
支
の
は
や
く
ち
こ
と
ば
え
ほ
ん

（
高
畠
純
）

◆
お
知
ら
せ

【
蔵
書
点
検
】

２
月
15
日
〜
２
月
28
日
ま
で
蔵
書

点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。

期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

蔵
書
点
検
中
、
２
〜
３
時
間
程
度

都
合
の
つ
く
日
に
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容
は
、
書
架
か
ら
の
本
の

出
し
入
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
処
理

で
す
。

（
連
絡
先
）

社
会
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

【
お
は
な
し
会
】

日
時

１
月
14
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児
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第
３
回

第
２
回

第
１
回

けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

そろスタ☆ヘルスアップ教室　参加者募集
食べものをよくかんでしっかり食べるということは、健
康な身体づくりの第１歩。むし歯を予防し、かむ力を育て
るには、毎日の積み重ねが大切です。親子で楽しく歯やお
口について学び、体験する教室に参加しませんか？

親と子のよい歯を育てる教室参加者募集
「最近おへそ周りが気になる」「運動不足だな」「食事の
工夫ってどうしたらいいのかしら」…という人に、楽しく
調理や運動をしながら学べる教室を開催します。健康づく
りや生活習慣病予防を、そろそろスタートした方がいいあ
なた！男女を問わず、お気軽に参加ください。

【調理実習】
「作って食べて健康づくり☆
「 何をどれだけ食べたらいいの？」

テ　ー　マ 月日

１月16日
（金）

２月20日
（金）

３月13日
（金）

午前
９時30分～
午後１時頃

午前
９時30分
～正午

午前
９時30分
～正午

時　間

管理栄養士と考えよう！
「脂肪が気になる

あなたの健康づくり」
～脂肪を貯めない食生活～

運動を体験しよう！
「気持ちよく身体を動かすコツ」

～ウォーキングの基本など～

管理栄養士と考えよう！
「血圧が気になる

あなたの健康づくり」
～食事と血圧の関係～

運動を体験しよう！
「初心者でも楽しく身体を動かそう」

～室内でできる運動～

場所 保健センター
対象者 村内在住の40歳～おおむね65歳の人
定員　各回15人（テーマ毎に初回の人優先、先着順）
参加費 各回300円（そろスタ☆参加２回目以降の場合150円）

※調理実習日は別途400円必要
申し込み期間 １月５日（月）～

（定員になり次第締め切ります）
※テーマや内容が変更になる場合がありますので了承くだ
さい。
※参加決定者には詳しい案内を送付します。

インフルエンザを予防しましょう！！
インフルエンザは、普通のかぜに比べて症状が強いのが

特徴です。感染症予防のため、次のことを心がけ
ましょう。

e 外出後の手洗いやうがいを日常的に行い
ましょう。

e 充分に栄養と休息をとり、体力や抵抗力を高め、体
調管理をしましょう。

e 室内が乾燥しないよう、加湿器などで適度に加湿し
ましょう。

e ワクチン接種を希望される人は、お近くの医療機関
にご相談ください。

※高齢者の人（65歳以上とその他対象となる人）がインフルエンザ予
防接種を希望される場合は、村指定医療機関（村・富田林市・河
南町・太子町）で１月末まで1,000円で実施しています。

千早赤阪村内では国保診療所（保健センター内）・千早
診療所および植田診療所（小吹台）で実施しています。

【咳エチケット】
○咳・くしゃみが出たら、他人にうつさないため
にマスクを着用しましょう。
マスクを持っていない場合は、ティッシュなど
で口と鼻を押さえ、他の人から顔をそむけて１
ｍ以上離れましょう。
○鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにごみ
箱に捨てましょう。
○咳をしている人にマスクの着用をお願いしまし
ょう。

あ、その咳、そのくしゃみ
～咳エチケットしていますか？～

※Ｈ20年度のインフルエンザ
総合対策の標語

※毎回保育士等による保育を実施します。
時間 午前10時～正午
場所 保健センター
対象 ０～３歳児とその保護者
定員 12組（初回の方優先）定員になり次第締め切ります
費用 無料
受付 １月５日（月）～30日（金）まで

月日 内　　容（予定）

¡歯科医師の話
¡親と子の歯科健診（希望児にフッ素塗布）
¡親の歯周病検診・ブラッシング指導

２月12日
（木）

２月26日
（木）

３月12日
（木）

¡栄養士の話と手作りおやつの実演・試食
「しっかりかんで丈夫な歯を！」
¡子どものブラッシング指導

¡ブラッシング指導
¡よい歯を育てる○×クイズ
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

予防接種のお忘れはありませんか

健康診査＆相談など

な か よ し 広 場 １月６日（火）午前10時
（親と子の交流会）１月21日（水） ～11時30分

２月３日（火）
あかちゃん広場 １月21日（水）午前10時 ０～１歳頃まで
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 の乳幼児

午後１時 平成19年４月
～１時10分 ～６月生１月14日（水）
午後1時45分 平成17年４月
～1時55分 ～６月生
午後１時 平成18年10月
～１時15分 ～12月生

１月23日（金）

午後１時 平成20年８・

１月28日（水） ～１時10分 ９月生
午後1時15分 平成19年12月・
～1時25分 平成20年１月生

個 別 歯 科 相 談 １月26日（月）午後１時30分
～（要予約）

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 １月27日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後
個別健康栄養相談 １月30日（金）１時30分～

（要予約）

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
&2
０
０
６
９

３ 歳 ６ カ 月 児
健　康　診　査

２歳児歯科健診

４カ月児健康診査

１歳児健康診査

歯科フォロー健診

１ 歳 ６ カ 月 児
健　康　診　査

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

食事療法が必要
な人、健康のた
め食生活を改善
したい人

０歳～幼稚園入
園前の乳幼児と
保護者

１歳６カ月・
２歳フォロー
午後1時45分
～2時
３歳６カ月
フォロー
午後2時15分
～2時30分

１歳６カ月・２歳・
３歳６カ月児健
診で虫歯になり
やすいと判定さ
れた幼児

歯・歯ぐき・入れ
歯に関する相談を
希望する人

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制

～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第１・３ 午後１時

クラミジア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

療　育　相　談

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）

予約制（15日は大阪

狭山市保健センター）

１月15日（木）

１月16日（金）

午後１時
～３時

午前９時30分
～11時

場所 保健センター
受付 午後１時30分～３時
費用 無料
〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

麻しん風しん（ＭＲ）第２・３・４期予防接種の今年度
の対象者が無料で接種できる期間は３月31日までです。こ
の機会を逃すと１万円程度の自己負担がかかります。まだ
の人は早めに受けましょう。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

麻しん風しん
（ＭＲ）予防接種

対　　象 期　　間

第２期
平成14年４月２日～
平成15年４月１日生

第３期 平成７年４月２日～ 平成21年
（中学１年生相当） 平成8年４月１日生 ３月31日まで

第４期 平成２年４月２日～
（高校３年生相当） 平成３年４月１日生

高齢者インフルエンザ予防接種
期間 １月31日（土）まで
場所 村指定医療機関
対象 q65歳以上と、w60～64歳で心臓・じん臓・呼吸器

機能・ヒト免疫不全ウイルスによる疾患で障害者手
帳１級の障害がある人で、希望する人

費用 1,000円（医療機関の窓口で支払ってください。）
備考 ¡対象者への個別通知はしていません。

¡事前に予約等、各医療機関へ確認ください。
¡住所、氏名、生年月日が確認できる物を持参くだ
さい。

¡生活保護世帯の人は費用が免除されますので、事
前に健康福祉課まで申し出てください。

¡施設に入所中または病院に入院中の人は相談くだ
さい。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

難病患者・家族交流会
日時 １月21日（水）午後１時30分～３時30分
場所 大阪狭山市保健センター　１階　集団指導室
内容 落語寄席　「笑いは健康の源です」
対象 特定疾患受給者証および登録者証をお持ちの人

日時 ２月５日（木） 午後１時30分～３時30分
場所 富田林保健所　１階　多目的室
内容 レクレーション　「楽しく遊んでリフレッシュ」
対象 特定疾患受給者証および登録者証をお持ちの人
〈申し込み・問い合わせ〉

大阪府富田林保健所
1@32681

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられません。
¡平熱が37℃以上の人は接種前１
週間分の体温を記録して持参。

１月19日（月）
生後●●●
３カ月以上
90カ月未満

月　日 対　象 備　考

ポ　リ　オ　予　防　接　種
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224

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

千早 上 西　 孝 くん
＜20歳　おとめ座＞

Uenishi Takashi

参加者募集中 
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

近況は・・・

藤井寺にある医薬品関係の工場で製造の仕事
をしています。
趣味は・・・

ドライブです。特に京都が好きです。
夢は・・・

大型免許をとってトラックを運転したいで
す。
最近、楽しいと思ったことは・・・

会社の忘年会です。みんなで盛り上がりました。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

空気がきれいでのどかな雰囲気がいいところ
だと思います。
大阪から村が消えてしまうのは残念です。
来月号は・・・

小・中学校の同級生の仲村舞さんです。
仲村さんへメッセージを・・・

就職おめでとう！！　また遊びましょう。

小吹台　まるたに しゅんや くん
（ 丸　谷　　　俊　哉　）

平成20年６月10日生まれ

森　屋 まるたに ゆ う な ちゃん
（ 丸　谷　　　優　奈　）

平成14年３月16日生まれ
いつまでも仲良し、姉・弟でいてね。

父・賢司さん、母・恵美子さん

森屋　こにし　まりん ちゃん
（ 小　西　　　真　凜　）

平成20年２月20日生まれ
我が家のいやし系 真凜
笑顔の絶やさない優しい子になってね。風香とも仲良くね。

父・良さん、母・愛加さん

６歳の時、家
族で那智勝浦
にいった写真
です。
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

●自主防災訓練●

不意の災害に備えて
●消防団、千早赤阪分署合同防火訓練●

11月23日、村消防団及び富田林市消防本部千早赤阪分署
合同による防火訓練が、赤阪小学校で行われました。
訓練は、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の講習や、消火

器取扱い訓練、、煙道通過体験訓練、バケツリレー訓練が行
われ、参加した住民の皆さんは、真剣な表情で改めて防火
に対する心構えを確認されました。
また、村消防団による一斉放水訓練を行いました。

千早、中津原、小吹の各地区で自主防災訓練が行われま
した。
訓練は、防災本部を設置し、各組と連携しながら、住民

の安否確認の情報収集や、避難の指示・誘導を行うなど、
災害時さながらの訓練が行われました。
また、富田林市消防本部千早赤阪分署による負傷者の応

急措置や応急担架による搬送、人口呼吸、ＡＥＤ（自動体
外式除細動器）の取扱いの講習や、防災ビデオの上映など
が行われ、参加した住民の皆さんは、改めて災害に対する
心構えを確認されました。

寒さを吹き飛ばせ

12月10日、冬空のもと、富田林市立富田林スポーツ公園
の外周（１d）で村立中学校全生徒による駅伝大会が行なわれ
ました。（一人１周または２周）１クラスを４チームに分け、
各チームが友情のタスキをつなぎました。タスキには、各
チームの想いが書かれてました。

●校内駅伝大会●
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おめでとうございます

11月８日（土）、「ユースくんOSAKA2008」が大
阪府立青少年会館で開催され、多年にわたり青少
年健全育成運動に尽力・貢献した功績が認めら
れ、塚田孝一さん
が青少年育成功労
者表彰を受賞され
ました。

●青少年育成功労者表彰●●全国民生委員児童委員連合会会長表彰●

100歳おめでとうございます

12月10日に100歳の誕生日を迎えられた千早の水谷安五郎さん
を村長が訪問し、ご長寿祝い詞や記念品などを贈呈しました。
水谷さんは、特に病気もなく家業を手伝ったり、散歩もされ

るようで、ニコニコした穏やかな表情で村長の訪問を喜んでお
られました。

むらの話題
あ　れ　こ　れ

ありがとうございました

11月20日（木）、富田林南ロータリークラブ設立20周年を

記念し、本村図書室に図書券が寄贈されました。

くすのきホール図書室では、絵本・児童書・一般書・紙

芝居など（計154冊）を購入し、「富田林南ロータリークラ

ブ文庫」コーナーを開設します。

〈問い合わせ〉

くすのきホール図書室

1&21300

●『富田林南ロータリークラブ文庫』開設予定 ●

●高齢者訪問●

10月29日、第77回全国民生委員児童委員大会が神戸市で
開催され、多年にわたり単位協議会会長として尽力された
木ノ本雅伸さんが、永年勤続単位民生委員児童委員協議会
表彰を受賞されました。
また、村民生委員児童委員協議会は活動が特に優秀と認

められ優良民生委員児童委員協議会表彰を受賞されました。



14

名　　　　　　　称 連　　絡　　先 実　施　日 時　　　間
休日診療所　1@81333

富田林市向陽台1－3－38
内科・歯科

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29日
～１月３日）

受付
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

午後８時～翌朝８時365日

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台1－3－36

小児科

富田林市消防署　1@51122小児急病診療（当番病院紹介）
♯8000（携帯電話・NTTプッシュ回線利用の場合のみ）

106（6765）3650
365日 午後８時～翌朝８時

106（6761）1199
大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況紹介）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうか判断の参考に）

365日

http://kodomo－qq.jp/「こどもの救急」ホームページ（受診するかどうか判断の参考に）

24時間対応

休
日
・
夜
間
の
医
療
機
関
な
ど

第
３
期
分
の
納
期
限
は
10
月
31
日（
金
）で
す
。
〜
納
税
は
お
早
め
に
〜
〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

村
・
府
民
税

入札参加資格審査申請受け付け
雇用・就労相談

税理士による無料税務相談

年金相談

のに通知が届かなかったり、通知の内
容に誤りがある場合は、教育委員会事
務局まで連絡ください。
小学校入学該当者

平成14年４月２日から平成15年４月
１日に生まれた人
中学校入学該当者

平成８年４月２日から平成９年４月
１日に生まれた人
〈問い合わせ〉

学校教育課　1&21300

水　　道

冬になって気温が氷点下になると、
給水管や蛇口が凍って水が出なくなっ
たり、破裂したりすることがあります。
次のような点に注意しましょう。

q凍結しやすいところは

●北向きのところ
●風あたりの強いところ
●屋外にある水栓器具
w凍結を防ぐには

●給水管や蛇口には、保護材などを使
用して給水管や蛇口を保護してくだ
さい。

e凍結して水が出ないときは

●蛇口を開け、凍った部分にタオルか
布をかぶせ、「ぬるま湯」をかけて
ください。熱湯をかけると給水管が
破裂することがあります。

r破裂したときは

●止水栓（メ－タ－ボックスの中か、
その近くにあります）を閉め、修理

を村指定給水装置工事事業者に依頼
してください。

〈問い合わせ〉上下水道課

入　　札

平成21．22年度の入札参加資格審査
申請書を受け付けます。申請を希望す
る人は、それぞれの提出要領にもとづ
き提出してください。

〈受け付け・問い合わせ〉

¡建設工事、測量・建設コンサルタン
ト⇒総務課

¡水道事業物品⇒上下水道課

相　　談

村では国民年金・厚生年金などの相
談に応じる「年金なんでも相談」を行
います。大阪社会保険事務局より専門
相談員が１日出張します。
なお、厚生年金被保険者証・年金手

帳などの記号番号や加入脱退の年月日、
または過去の履歴などをメモしておけ
ばより具体的な説明が受けられます。
日ごろ年金について不明な点があれば、
ぜひこの機会に相談してください。

日時 １月22日（木）
¡午前10時～11時30分
（いきいきサロンくすのき健康相談室）
¡午後１時～３時
（いきいきサロンやまゆり娯楽室）
〈問い合わせ〉保険課

村地域就労支援センターでは、働く
意欲がありながら、何らかの就労を妨
げる要因を抱えていることで就職が困
難な、障害者・母子家庭の母親・中高
年齢者・臨時的な仕事に従事し将来に
不安をお持ちの若年者のために、地域
就労コーディネーターが雇用・就労に
関する相談に応じます。
時間

午前９時～午後５時30分の開庁日
主な内容

¡雇用・就労に関する相談
¡パソコンによる職業適性診断（興味
検査と性格検査）

¡インターネットによる求人情報検索
（就職の斡旋はできません）
¡ハローワーク河内長野の求人情報の
閲覧
※相談を希望する人は、事前に電話で
予約をしてください。

〈申し込み・問い合わせ〉

村地域就労支援センター
（産業振興課内）

日時 １月16日（金）午後１時～４時
場所 千早赤阪村保健センター
予約 電話申込による先着順
〈申し込み・問い合わせ〉

近畿税理士会富田林支部事務局
1@56250

寒さから水道管を守りましょう

受付内容 受付期間

建 設 工 事
１月26日（月）～～
～１月30日（金）

２月２日（月）～～
～２月６日（金）

２月２日（月）～～
～２月６日（金）

測量・建設コ
ンサルタント
等委託業務

水道事業物品

　タオルなどでおお
ってビニール袋をか
ぶせる 

　専用の防寒
保護材など 
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平
成
20
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
10
期
（
１
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
21
年
２
月
２
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
１
月
23
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所 午前診 B～F 午前９時～正午
午後診（火・金）午後４時30分～６時30分

（土・日・祝・休診）

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

老人医療（一部負担金
相当額助成）の申請を

年金の源泉徴収票が送付されます

公平委員会委員に
東條氏、笠松氏を再任

固定資産評価審査委員会
委員に岡本氏を再任

保険・年金

平成20年中に納めた国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料・国民年金
保険料は、全額が所得税等の「社会保
険料控除」の対象になります。
国民年金保険料を控除対象として申
告する場合は、「領収証書」や「保険
料控除証明書（社会保険庁より毎年11

月初旬に郵送されます。）」などの証明
書類の添付が必要です。
国民健康保険料・後期高齢者医療保
険料は、納付証明などの添付は不要で
すが、平成20年1月から12月までの納
付済額を申告してください。納付済額が
不明な場合は問い合わせしてください。
また、国民健康保険料・後期高齢者
医療保険料を特別徴収（年金から自動
納付）されている場合は、1月末まで
に「公的年金等の源泉徴収票」が郵送
されます。
〈問い合わせ〉

¡村保険課
¡天王寺社会保険事務所（国民年金）

106（6772）7531
10570（070）117（国民年金保険料控
除証明書専用ダイヤル）

国民年金や厚生年金保険などの老齢
を支給事由とする年金（老齢基礎年
金・老齢厚生年金・老齢年金・通算老
齢年金など）を受けている人に「平成
20年分公的年金等の源泉徴収票」が１
月末までに社会保険業務センターから
送付されます。
この「源泉徴収票」には、平成20年
中に受けられた年金額、源泉徴収され

た所得税額、介護保険料額などが記載
されていますので、所得税の確定申告
をする際は、添付書類の１つとして必
要になります。
紛失や２枚以上必要な場合は、社会

保険事務所で再交付の申請をしてくだ
さい。
なお、障害年金や遺族年金などは課

税対象となっていないため、この源泉
徴収票は送付されません。
〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531

福　　祉

現在老人医療（一部負担金相当額等
一部助成）医療証をお持ちでない65歳
以上の人で、次の条件に該当する場合は
対象となりますので申請してください。
対象条件

q障害者医療助成に該当する人
（身体障害者手帳１級または２級、
療育手帳重度など）

w特定疾患治療研究事業に該当する難
病にかかっている人

e精神の通院治療または結核の治療を
受けている人

rひとり親家庭医療助成に該当する人
※所得制限があります。
申請に必要なもの

q～eに該当する人

身体障害者手帳・療育手帳・特定疾
患医療受給者証・または登録者証・自
立支援医療受給者証（精神通院）・感
染症法の患者票（結核）のうち該当す
るもの
rに該当する人

事前に下記まで問い合わせてください。
q～r共通に必要なもの

健康保険証・印鑑
助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈問い合わせ〉保険課

人　　事

11月10日に開催された臨時村議会
で、東條謙三氏（森屋481番地）と笠
松正武氏（中津原83番地）が公平委員
会委員に選任同意され再任されました。
両氏とも、任期は平成20年11月12日
から平成24年11月11日までです。
〈問い合わせ〉秘書政策課

12月９日に開催された定例村議会で
岡本善三氏（森屋422番地の３）が固
定資産評価審査委員会委員に選任同意
され再任されました。
任期は平成20年12月26日から平成23

年12月25日までです。
〈問い合わせ〉税務課

教育委員会

平成21年４月から小・中学校に入学
する人に教育委員会から就学通知を送
ります。
１月下旬に発送しますが、該当する

保険料は所得から控除されます

就学通知
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談
１月15日（木）
２月５日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

２月５日（木）児　　童

１月15日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

１月６日（火）
９日（金）・13日（火）
16日（金）・20日（火）
23日（金）・27日（火）
30日（金）
２月３日（火）
※１月２日（金）の収集はありません。

１月15日（木）

１月28日（水）

１月20日（火）予定

１月29日（木）予定

１月30日（金）予定

１月８日（木）
22日（木）

１月７日（水）
２月４日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,456人（－５）

男　　3,068人（－１）

女　　3,388人（－４）

世帯数　2,353戸（－１）

11月末日現在、（ ）は対前月比

★★ ★★
自然素材で工作
ちはや園地でひろった木の実や小枝で工作をしよう。

日　時 1月12日（月）午後1時～2時30分
定　員 15人　　費　用 300円
服　装 防寒着、作業しやすく、汚れても良い服装

雪の結晶作り
雪を顕微鏡で観察し、ペットボトルで雪の結晶を作ります。

日　時 1月24日（土）午前10時30分～午後3時
定　員 30人　　費　用 一人300円
服　装 十分に温かい防寒着を着用してください。
持ち物 昼食、飲み物、タオル、手袋、空の円筒形ペットボトル（500p)

動物の足あと探し ～アニマルトラッキング～

降り積もった雪の上に残された動物たちの痕跡を、探しに出かけてみま
せんか。
日　時 1月31日（土）午前10時30分～午後3時
定　員 20人　　費　用 一人300円
服　装 歩きやすく、滑りにくい靴、十分に温かい防寒着を着用してください。
持ち物 昼食、飲み物、雨具、タオル、手袋、ぼうし、カイロ、替えの靴下、

あればアイゼン
〈問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1 0056

金剛山で初日の出を見よう
元旦の金剛山ロープウェイは午前5時にスタート。早朝の便で大阪最高

峰の金剛山へあがれば、大峰山脈から昇る最高の初日の出が見えます。
イベント開催
場所 府民の森ちはや園地（ログハウス前広場）
内容 ふるまい酒　先着200人／ふるまいぜんざい　先着1,000人

お楽しみ抽選会　午前5時30分～（当日ロープウェイ乗車券を持参の人）

金剛山 樹氷まつり2月1日
金剛山に美しい樹氷の花が咲くこの季節、毎年恒例の樹氷まつりが行わ

れます。雪の金剛山で、冬の1日を満喫してみませんか。
¡ちはや園地ログハウス休憩所にてお楽しみ抽選会
午前9時30分～（当日のロープウェイ乗車券をお持ちの人）
ふるまい豚汁　先着1,000人

¡ちはや星と自然のミュージアムにて
ガイドウォーク　
午前11時～1時　樹氷と雪の結晶観察（雪がない時は中止）

雪の結晶クラフト
午前11時～午後3時

〈問い合わせ〉¡ちはや星と自然のミュージアム　1 0056
〈問い合わせ〉¡香楠荘　1 0321

○ 74

○ 74

○ 74

エルサルバドルでがんばって

12月15日、青年海外協力隊員（職種　感染症対策）
として中米のエルサルバドルへ赴任する山本良平さ
ん（水分）が松本村長を訪問し激励を受けました。
山本さんは、「一度の人生ですから何でもチャレン
ジしていきたい」また「サッカーをしているので子
どもたちに指導してみたい」と抱負を語り、村長は
「体に気をつけて頑張ってきてください」と励ましま
した。山本さんは、現地でホームステイしながら、２
年間感染症に対して住民への啓発活動に当たります。

●青年海外協力隊●


